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高いと思われるような疾患についてはなおさら,臨床特

徴を適正に評価した上で,できるだけ類似した対象につ

いて検討しないと,追試として妥当性を欠くことをこなろ

ラ.今のところ Cys311と分裂病の閑適は否定的では

あるが,軽症分裂病を主に対象とした追試が更に必要と

思われる.

9)精神分裂病を之おける ド-パミソ D魂受容体
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【はじめに】精神分裂病C')原因のひとつに過伝因が存

在することは明らかである.分裂病の成閃論におし､てトー

パミソ (DA)系の異常は最も注目されてきた仮説のひ

の特性が解明されてきた.多くの杭輪押病薬は DAD2

受容体をこ結合しその薬理作用を発現していると貰われて

いる.ところが clozapilleは 【)A_D4受容体に対する

親和性が DAD2受容体iこ対するそれより10倍高く軒こ.

D2antagonistである haloperidolに反応しない分･A

病患者に対してもその有効性が確認されている.また,

精神分裂病患者の線条体には D4受容体が増加してい

るという報告がある.これらの事実から.DAl)4受容

体は精神分裂病の候補遺伝子であると考えr)れる.

DAI)4受容体遺伝子は第11番染色体の単腕に位置し,

3つの Intronと4つの exonかrったっており.翻訳

領域である第3ex(111に多型が存在することが発見さ

れた.この部分は細胞内第3′し-プiこ相当する部分であ

り,48塩基対を1単位とする繰り返し構造があり,この

繰り返し回数が2から10回まで存在し,特定条件下での

clozapineに対する親和性が異なっていることも報告さ

れた.さらにこの繰i)返し単位は19種板あり.合計25種

類の haplotypeがあり､丁ミノ酸配列の異なる18種類

もの DAD4受容体が存在していると言われている.

今回我々は,DAD4受容体の長さの多型と分裂病の

関連iこついて検討してふたので,ここに報告する.

【対象と方法】患者は DSM-Ⅲ-Rで精神分裂病と診

断された15から70歳までの70名,対照群は22歳かr)43歳

までの大学職員と学生76名である.静脈より全血を採取

し.7:r_ノーJL法によりDNA を抽出し.PCR法を用

いて DAD竣受容体の繰り返し配列部分の長の多型に付

いて分析した.

監結果】D4受容体多型における対立遺伝子と,遺伝

子型の出現頻度について,2回から6回までの繰り返し

回数を持つ対立遺伝子が同意され 4回の繰り返しを持

つ対立遺伝子が分裂病群,対照群ともに最も出現頻度が

高かった.各々の対立遺伝子および遺伝子型の出現頻度

を分裂病群と対照群で比較してみると,分裂病全体で解

析すると両群間では有意な差は認められなかった.次に,

遺伝魚閑の有無,発症年齢の高低,塵症慶の遠いで分裂

病群を各々2分し 対照群と比較してあたが,やはり有

意な差は得られなかった.奪回の嫁菜から,DAD4受

容体遺伝子と分裂病の関連性は否定的であった.

10~)50代 うつ病女~性の CoupleRor･sctlaCh

一月国別反応との対比とその治療的可能性-
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娘の結婚を契塵に55歳で発症 し 病後が遷延化してい

るうつ病女性例とその束に個人ロールシャツ-をおこな

し､.一週間後に夫婦合同の C()upleR(1Ⅰ-SChaellを施行

して,束婦それぞれのパ-ソナリティを特徴と夫婦間の

コミ還ニケ-ショソ様式を分析した.

個人【-ー′しシャ･リ′＼では.患者 は 情緒性豊な感覚 ･直

感優位の人格構造を示し 束は情緒的な共感性に乏しく

形式的 ･論理的側面を重視する傾向を示した.個人反応

で認められたふたりの人格特徴は対照的であったが,互

いに補い合う構造を示していた.

CoupleRorsehachでは9個CI')含意反応が得L､〕れ

個人反応と(p')対比では‥軽､者の提示反応によるもし')が2,

夫の提示反応によるものが4.折衷的加丁二が左されたも

には夫の提示反応が採用さItるこ上が多く.夫婦間では

患者が某をこ同調するコミュニケ-ショソ様式が示された.

しかしその過程では,お互し､の特徴を確認し合う動きし上

それぞれの持っている資源を共に出し合う方向-の変化

チ-ショソを深める媒体として働いたものと思われた.

寒症例は美と人格構造が好対照をなしており,日常生

活レベルでの美婦の心理的な結合力の弱きに基づく患者

の心理的孤立が,発症と病像の遷延化に関与していると

考えられたが,話し合いの車で合致点を見いだしてゆく

体験が,孤独感を募らせていた患者にとって,夫の存在
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をこついて改めて考えるという効果を及ぼし,今後の治療

L71進展に寄与する可能性が示唆された.Coup一eRorvhach

の持つ治療的作用について考察を加えた.

ll)抑 うつ状態 と痴呆様認知障害を昼した老年
期症例の 丑年後転帰について

-第二報 :外来症例についての検討一
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【緒言】昨年来我々は,老年期に抑うつ状態を塁し,

経過中に痴呆様認知障害を認めた症例をこ焦点を当て,そ

の臨床特徴や経過を調査し,転帰としての痴呆との関連

についても検討を行ってきた.今回は対象を外来患者に

特定し,昨年提示した結果を再検討した.

【対象と方法】対象は.1992年かF.)2年間に新潟大学

医学部附属病院精神科外来を初診した65歳以上の患者で,

明らかな痴呆患者を除き初診時 王Cロト10のうつ病エピ

ソ-ドを満たしていた68名である.これらの症例の1年

後の転帰について.ICD-10に基づく診断を行った.醍

過については,抑うつ気分と痴呆様認知障害の時間的関

係から,Ⅰ塾 ;抑うつ気分で発症しその後痴呆様認知障

害が加わる,Ⅱ塾 ;痴呆様認知障害で発症しその後抑う

つ気分が加わる,Ⅲ型 ;発症時に両者がともに認められ

ら,の3型に分けた.昨年度の調査で転帰に影響を与え

ることが示唆された12の臨床特徴について,多重ロジス

ティック回帰分析を伺いてこれらの諸因予と転帰との関

連性を検討した.

【結果】1.症例CT)概要と入院 1年後の転帰全症例68

名の中で.経過中痴呆様認知障害を呈した症例は26名

(38.lob)だった. 1年後の診断は,･')つ病エビソ-ド

12名 摘2.2%)(以下仮性痴呆群),アルツハイマ-柄

の痴呆5名 (19.2%′)および血管性痴呆4名 (15.4,%1

(以下痴呆群),脱落群5名だった.痴呆群および仮性痴

呆群との比較では,統計学的には x2検定にて10%水準

で仮性痴呆群にⅡ塾が多い傾向が認められたが,その他

の各臨床特徴については両群問で優位差はなかった,我々

の経過類型と1年後転帰との関連では,経過 Ⅰ型7名と

取型2名の計9名 (34,6%)は最終的に痴呆と診断さ

れ rI型6名すべてとⅠ型7名,Ⅲ型4名の計12名は1

年後痴呆様認知障害が消失しており,うつ病性仮性痴呆

と考えられた.

2.多重ロジステトノウ回帰分析を用いた臨床特徴と

転帰との関連性の検討

4まま

各臨床項目が転帰の予測にどの程度影響しているかを,

1年後転帰が判定できた21名を対象に昨年と同様ロジス

ティックモデルを周いて検討を行ったところ予男性ヲ巌

血管障害の既往は痴呆の予測因子となり,配偶者の存在,

受診時の精神運動制止,経過[型の3因子は･-7つ病の経

過を有意iこ予測していた.

3.入院と外来症例の比較

昨年度の入院症例についての調査と今年度の結果を比

較したところ,対象とした年齢の適い,外来診療録から

得られた情報塵の少なさを考慮した上で言えることは,

外来に比べ入院症例には男性と感情障害の既往が1%水

準で有意iこ多く,痴呆の転帰をとった症例の割合も5Q/.

水準で有意に多かつた.経過燥型としては入院例にⅢ型

が多い傾向があった.

【まとめ】外来例の検討でも昨年の結果がはば再認さ

れたが,1年後に痴呆と診断された症例の割合34.6%

上 入院症例の75%に比し低い数値を示した.さらに今

回は男性が痴呆の,経過正型がうつ病の予測因子に加わっ

た.

12)痴呆患者の不眠に対する塩酸 トラゾ ドンの

使周経験
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当料入院中の不眠を望する痴呆患者に対し,鍵静,睡

眠作用を持つと言われる塩酸 トラゾドンを授与した.

【対象】いずれも不眠に対します抗精神病薬を投与し

たが,副作用の出現をこより治療困難となった16例で,辛

均75.6歳,男性8名.女性8名,脳血管性痴呆11名,

アルツ-イマ-塾老年痴呆後胤 パ-キンソソ病1名,

その殆んどが重度痴呆である.

【結果】抗精神病薬を---暗中.LLあるいは調整し･ながら,

十分な効果が出現するまで塩酸 トラゾドンを投与増量し

た結果.抗構神病薬iこよる治療前と比較して全睡眠時聞

く平均2.4時間から6,7時間に延長)及び服薬後入眼ま

での時間は有意に改善した (Wilcoxonsignedrankstest

P〈O.01).塩酸 トラゾドン投与量は 25mg2名 (眠前).

50mg12名 し眠前1.100mg2名 (分31で平均 53.1

mgであった.

随伴症状は.治療前で酢禍多動11乱 興奮暴力6名,

倦怠脱力5名,不機嫌拒否4名,食欲不振4名.錐体外

路症状3名寄であったが,塩酸 トラゾドン投与後はいず

れも改善傾向を示し,俳個多動は有意に改善した (同


